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あとがき
　本特集では，補体と腎疾患について取り上げました。
　補体系は，自然免疫系の 1つで細菌感染などの有
事の際に直ちに活性化し対処できるよう，常に準備
態勢を整えている生体防御系です。同時に補体系に
は，補体活性化が宿主に傷害を与えないように制御
する機構も備わっています。
　この補体系のバランスが破綻すると，さまざまな
疾患が引き起こされます。
　補体と腎疾患に関する研究の歴史は古く，1950年
代後半には蛍光抗体法を用いて，ループス腎炎や
IgA腎炎，膜性腎症などの糸球体に補体が染色され
ることが明らかにされました。1970年代には，膜性
増殖性腎炎など一部の糸球体腎炎患者の血清中に
C3に対する自己抗体であるC3ネフリティックファ
クター（C3NeF）が発見されるなど，補体と腎炎と
の関連は活発に研究されてきました。その後，補体
学の臨床研究は診断や病態研究を中心に行われて
きました。2000年代になり，分子標的薬など新規治
療薬の開発・研究とともに補体制御薬の研究も進展
し，2010 年に抗 C5 モノクロナール抗体（エクリズ
マブ）が発作性夜間ヘモグロビン尿症に保険適用と
なり，2013年には非典型溶血性尿毒症症候群にも適
用されました。さらに2022年には，C5a受容体拮抗
薬（アバコパン）がANCA関連血管炎に保険適用
されるなど，補体と腎疾患に関する研究は再び脚光
を浴びています。
　補体系は複雑で理解しにくい面もあります。本特
集では，補体系，さらに補体系と腎疾患の関連をよ
り深く理解し，実臨床に応用するために，わが国で
この分野をリードする専門家の先生方にご執筆い
ただきました。まず，総論では補体学の歴史，生物
の進化と補体，さらに補体経路と制御機構などにつ
いて論じ，次に各論では代表的な腎疾患における補
体と病態生理について，さらに最近注目されている
腎疾患への抗補体薬について，その作用機序と有効
性についても記載しています。
　「故（ふる）きを温（たず）ねて新しきを知る：
温故知新」。本特集が補体と腎炎の理解，研究およ
び日常臨床に役立つことを願っています。
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